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認知症相談窓口の
手引きを作成中です！

空室はありませんか？

連協ホームページの空き情報を

ぜひご活用下さい！

小規模多機能・グループホーム大会

もっと聞きたい！の声に応え２日間の開催に決定。
事例発表して、職員もホームもレベルアップ！

・他の場所でも同じ事があるんだとわかった。

・聞きたい事例が重なり残念。全部聞いてみたい。

・今までのやり方を考えさせられる良い機会だった。

・自分の事業所に持ち帰り、実践してみたい事がたくさんあった。

・実践や成果を発表する機会があるのは、とても良い事だと思った。

・発表の準備は大変だったが、効率的に時間を使えるようになった。

・発表し、コメントを貰い、表彰されることで、自分に自信が付いた。

・目的を持つことで、介護という仕事へのモチベーションがアップした。

・今までとは違う視点で仕事を見つめ直す事が出来るいい機会になった。

・発表した職員もチームも、一回りも二回りも大きく成長した印象。

・参加させてもらって良かった。発表自体は未熟だが、どこかのホームの

　誰かの役に立つかもしれない…そんな思いでいます。

このように、発表するメリットはたくさんありますが・・・
そのためか発表する事業所が固定化しつつあります。

↑事業所の紹介や福祉用具の工夫などを紹介した展示コーナー

事例発表者と
事業所からのコメント

参加者からの
コメント

大会の様子は中面
にもあります　…→

次の大会は夏

次はぜひ まだチャレンジしたことのない
事業所さんもお待ちしています！

地域で必要とされる存在になるために…

グループホーム運営部

もう少しお待ち下さい

！
Gumma CMS

介護保険制度の創設から１５年目を迎え、今後更なる増加が見込まれる高齢者の
地域における暮らしを支えるためには介護サービスの充実とともに、団塊の世代
が全て７５歳以上となり、医療ニーズを併せ持つ要介護者の増大が見込まれる２０２５年に向
けて、医療、介護、予防、住まい、生活支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」
を構築していくことが喫緊の課題である。これが社会保障審議会介護保険給付費分科会での平
成２７年度介護報酬改定に係る基本的な考え方のトップに掲げられた基本認識です。

要するに１０年後に向かっての途中経過としての介護報酬提示であること、特に３年後に控え
た医療と介護の同時改定ではさらに適正化の名のもとに報酬が抑えられるのは予測できます。
しかしそのことで経営、運営が困難になり介護保険制度そのものが崩壊する事態になるのでし
ょうか。結論から言いますとそうはならない、そうしてはならないということです。私たち地
域密着型サービス事業者は、利用者はもとよりその家族、地域住民と共に地域で活ききること
を覚悟し今まで以上に努力しなければならないと思います。

おおむね次の２点が２７年度の介護報酬改定の基本的な考え方ですから、それに向けて何をす
べきかが見えてくると思います。
①中重度の要介護者や認知症高齢者への対応の更なる強化
・中重度の要介護者や認知症高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活を続けられるよう支援
　する事業者になる。
・医療・看護ニーズに対応した定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模多機能居宅介護、
　看護小規模多機能居宅介護等の包括報酬サービスの事業へ参加する。
②介護人材確保対策の推進
・将来的なマンパワー減少を見据え介護人材を効果的かつ効率的に配置する。
・事業所自ら雇用管理の改善に取り組むとともに国や県、市町村の支援制度を積極的に取り込
　む。
・連協として限られた人材を発掘・確保し情報を共有する。

これからも仲間として連携・協力していきましょう。
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